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大学教育とキャリア形成について
－－自己啓発教育の必要性－－
川島 紀美
1．はじめに
現在、日本のキャリアの現場で問題となっているフリーターやNEETの増加をかんがみ、大学に
おけるキャリア教育の重要性をますます認識している。学生が社会に出て活躍したいという、溌剌と
した若者らしい意欲が見られない現況では、まず学生自信が自分に自信を持ち、明るく前向きな精神
的態度で将来に夢を抱くことが大切であろう。その夢が持てるような動機付けを行い、働くことへの
意欲向上を図ることは大いに意義のあることと考える。
その上で、対人能力を向上させること、ビジネスの現場や社会において必要とされる最低限のマナー
を身につけること、そして自己を表現する能力ならびにプレゼンテーションの技術を身につけること
は現在の大学の教育で今後とも大いに行うべきであろう。
さらに、これらの精神的な態度を身につけ、キャリアに対しての意識が高まることで、自然と大学
での学びが充実することも期待できる。将来の自分の夢を実現させるために、大学の 4年間で自分は
何を学び、そして何を身につけなければならないのか？自分の長所を伸ばし、弱点をカバーして自ら
を成長させ、その一方で自分の適正を見つめることはとりもなおさず、人生の成功者への第一歩にな
るであろう。
その意味から本稿では一つのアイデアとして、自由な発想でキャリアの講義を展開することを前提
に、一般の企業やセミナー等で行われている自己啓発セミナーの要素を取り入れた授業の形を提案し
てみたい。そこでまず、半期の講義を想定して、全体の構成を次章で述べたい。
2．全体の構成
キャリアの講義を大きく 1．Positive Mental Attitude－ビジネスの世界で長年読み継がれてきた自己
啓発書（和書・洋書）を用い、先人のひたむきで前向きな生き方を学ぶ 2．社会的スキルアップ（挨
拶、ビジネスマナー、自己の PR等） 3．ビジネス表現力（履歴書の書き方［和文、英文］、ビジネス
レターの書き方［和文、英文］ 4．プレゼンテーションスキルアップ（パワーポイントの作成とプレ
ゼンテーション）－のような構成で考えている。
最初の Positive Mental Attitude については後ほど詳しく触れることとし、2以下を導入した理由を
一つずつ述べてみたい。
2.1 社会的スキルアップ（挨拶、ビジネスマナー、自己のPR等）
社会的なスキルアップ、特にここで力を入れてみたいのは挨拶とマナーである。筆者自身も常日頃
からその難しさを痛感しているものであるが、もしマナーが身につけばそれだけ人生の選択肢が増え
ることは確かである。
キングスレイ・ウォード1 も「人が身につける特質のなかで、第一に威力を持つのは、もちろん知
識だが、第二は正しいマナーである。私の見るところ、実業界に入るこの種の準備を半分しかしてい
ない人が非常に多い。」と述べている。おそらく、知識を詰め込むことには熱心になっても、マナー
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についてはなかなか手が回らないというのが実情なのであろう。しかし、円滑に仕事をこなす上で、
また仕事の現場に限らず対人関係をスムーズに進める上でも、やはり基本的な社会のルールは学んで
おく必要があろうし、教育者もバランスよく知識にプラスしてこのあたりの勉強をすることも必要と
なろう。
ただし、なにも大学の教員がお辞儀の仕方からお茶の入れ方までをマスターすべき、と言っている
わけではない。むしろここで強調したいのは、マナーとは何かということを自問するゆとりを教員も
持つべきではないか、ということである。つまり、「人を思いやる気持ち」を持つ心のゆとりが、テ
クニックよりも大切であり、日々のなんでもない挨拶や人に投げかける優しい言葉にそのゆとりが表
れれば、それだけで教育の目的の多くを達成しているのではないだろうか。
ビジネスの世界、特に営業の現場では常に「みほこさん」を心がけるように教育される。‘み’は
認めるの‘み’、‘ほ’は褒めるの‘ほ’、‘こ’は肯定するの‘こ’、そして‘さん’は賛同するの‘さ
ん’である。これは、なにも顧客対応にのみ適応されるべきものではないであろう。例えば家庭にお
いて、親が子供に投げかける優しいまなざしにこういう気持ちが加わり、さらにその気持ちが言葉や
態度に表れれば、おそらく多くの子供たちの瞳は今よりも数倍輝きを増すに違いない。さらに、教室
や課外学習においても、教員が学生たちにかける言葉に「みほこさん」をプラスするならきっと学生
の雰囲気も変わってくるのではないだろうか。実は、こういったなんでもないことがマナーの基本な
のかもしれない。
そこで、このようなメンタルな部分をしっかりと認識した上での、マナーの授業であり、自己のイ
メージを高めるための技術であれば申し分ないキャリア教育を構築できるに違いない。とかく技術と
テクニックに片寄りがちな最近の教育現場にあって、そしていつも時間に追われている教員が、自分
は常に愛情を持って学生に接しているのか？と謙虚に自問を繰り返す心のゆとりが教員の側のマナー
なのかもしれない。
2.2 ビジネス表現力（履歴書の書き方、ビジネスレターの書き方）
フランシス・ベーコンがその随想集2 の中で、「読書は充実した人間を作り、会話は気がきく人間
を、書くことは正確な人間を作る」と言っており、またさきほどのキングスレイ・ウォードも同じ箇
所を引用して、この三つのことがバランスよく学べて初めて社会に出る準備が整うのだと述べている。
そして、特に書くことについては、どのような職業に就こうとも避けて通れない必須事項であるから、
キャリア教育の中でも必ず取り上げたい項目である。
それでは何を書くのか？ここでは、やはりキャリアに焦点を絞って、例えば履歴書とビジネス文書
について、いずれも英文・和文を取り上げて進めていくのがよいであろう。そして、ビジネス文書に
ついては、ある程度のフォーマットに従った書き方を習得することが教養ある社会人の必須アイテム
と考え、大学にいる間に基本の形を身につけることが望ましい。もし、カリキュラムの中にビジネス
英語やそれに類するものがあれば其の科目を推奨し、仮になくともキャリア教育の中で進めていくの
がよいであろう。
『国際ビジネス英語』3 の冒頭でも述べているよう、「現代は、タイプライターで印字した書簡箋を
封筒に入れ、切手を貼って投函し、相手の返事を座して待つという悠長な時代ではない。今日の国際
ビジネスにおいては、電子メール（E-Mail）・ファックス（Fax）・国際電話（International Telephone）
のようにスピーディーな伝達手段を用いて、相手の要望に即座に対応することが求められている」の
であるから、社会に出るまでに基本的な文章がすぐに口をついて出てくるぐらいにトレーニングをし
ておかないと、現代のビジネス社会のテンポに対応することはなかなか難しいであろう。
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2.3 プレゼンテーションスキルアップ
書く力と同様に、プレゼンテーションの技術を身につけることは現代には欠かせない重要なスキル
である。これについても、ある程度のトレーニングを積んでおけば、社会に出てからかなりよいスター
トを切ることが出来るに違いない。ただし、人前で話すことが苦手な学生や、人間関係に若干の不安
を感じている学生に、いきなりスムーズなプレゼンテーションを期待するのは難しいであろうから、
まず慣れることからはじめていくのがようであろう。
姿勢、話し方、アイ・コンタクト、発声などを練習した上で、人前で発言することに徐々に慣れさ
せ、その後実際にあるテーマを与え、それについて人に分かりやすく説明すること、それについては
パワー・ポイントやOHPのようなツールを使いこなせるように指導するとよいであろう。
3．自己啓発－Positive な態度を身につけるために
本稿の冒頭でも述べたように、日本のキャリアの現場で問題となっているフリーターやNEETの
増加について様々なメディアが取り上げる現況で、まず学生自信が自分に自信を持ち、明るく前向き
な精神的態度で将来に夢を抱くことが大切であろう。その夢が持てるような動機付けを行い、その夢
の実現に向けて自主的に働くことへの意欲向上を図ることは大いに意義のあることと考える。
そこで、大学のキャリア教育の中に、一般の社会人向けに行われている自己啓発セミナーを取り入
れることで、学生たちが自分たちのポテンシャルに気づき、それを将来に活かすアイデアを得、そし
て実際に自ら行動に移していく若者らしい前向きな態度を身につけられるよう手助けできれば、大変
有意義であると考える。それでは、どのような項目を取り上げていけばよいのであろう。
ここでは特に以下の二つを提案してみたい。
3.1 成功のノウハウを学ぶ
人生の成功者になるためにどのような事柄を身につければよいのか、ということをもし学生の間に
学ぶことが出来たとするならば、きっとかなり優位に社会での活動をはじめることができるであろう。
多くの成功者が培ってきた様々な人生の知恵を身につけ、実践することをすぐに始めても何の不都合
もない。
そこで、特に大学生の間に学んでおきたい事柄について、『思考は現実化する』4 から次の項目を取
り上げたい。
（１）明確な願望
意外なことかもしれないが、社会の大半の人たちが人生における明確な目標をもたずに、なんとな
く日々を過ごしているという。それが、他者への追随であったり、事なかれ主義であったり、しいて
は無気力な生き方に通じているとするなら、若者にとって極めて忌々しき事態と言わざるをえない。
今後 3年後、5年後、10 年後、そして 20 年後の自分のイメージができなければ、やがて人生の黄昏
時を迎えたときに、「自分にはチャンスはめぐってこなかった」などと愚痴をこぼすことになりかね
ない。
まずは自分が何を目指し、何を目標にしているのか、まずそのことをしっかり見つけることがこの
時期には欠かせないことと思う。将来への漠とした不安から逃れる唯一の方法が、自分の人生の目標
を定め、本当にやりたいことに邁進することであるなら、ここからスタートするのがよいのではない
だろうか。そして夢という言葉をキーワードにして、じっくりと語り合う時間を大切にしてこそのキャ
リア教育であって欲しい。
（２）失敗者と成功者の違い
とかく人生の成功に目を向けることにばかり熱心になりがちであるが、其の一方でなかなかうまく
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行かない人たちにも目を向けることが大切になろう。さきほど取り上げた『思考は現実化する』の全
編に再三表れる言葉の中に二つの興味深い言葉がある。それは「決断」と「行動」である。成功者に
共通の特質が素早い決断と即実行に移す行動力であるとするなら、逆もまた真なり。つまり、事がう
まく行かない人たちの共通点は、ゆっくりと決断し、なかなか行動に移さないことであろう。このこ
とを念頭においておくだけでもかなり日々の生活に違いが出てくるのではなかろうか。実際はなかな
か思うように行かないものであろうが、もし現在の自分を形作っているものが、今までの行動パター
ンに起因しているのであれば、それを変えない限りいつまでたっても現状のままである。ただし、何
を成功と考えるかは個々人によって異なるし、現状で十分満足しており、成功をもうすでに手にして
いるのであればあえて変更することはないであろうから、ここではこれ以上深く触れないでおこう。
（３）将来のビジョンと信念の形成
まだ 20 歳前後の学生に、今後 10 年、20 年後の自分をイメージすることは難しいかもしれない。
其の場合は、まず目の前のことに取り組むことから始めるのがよいであろう。いついつまでに提出し
なければならないレポートがある場合、計画を立てそれを紙に書き、実行する。たとえこのようなさ
さやかなことからでも行動に移すことができれば自分に自信がつくものである。「やればできる」と
いう実感がやがて信念のようなものになり、そして確信に満ちて考え行動できるようになるであろう。
いきなり大きな目標を立て、それに押しつぶされてしまうより現実的である。
次に学生たちに実行して欲しいこととして、毎日の行動をリストにし、達成するたびにチェックを
入れていくことである。どんな小さなことでもよいから、一日の計画をまず立てること。そして実行
すること。これをたとえば 3週間なり一ヶ月続ければ自分の習慣になり、気がつけば行動できる人間
になっていくようである。さらにこれが習慣になれば、一週間の計画、一ヶ月、半年、一年、そして
もっと長期的な計画が立てられるようになるであろう。よく学生が口にする言葉に、「とりあえず周
囲の人たちが就職するので、適当なところに就職して、いつか結婚して家庭を持ちます。」というも
のがある。これでは一生「とりあえず」でおわってしまいかねない。
やはり学生たちには、目を輝かせて「私はこうなりたい！」、という夢を描いて生きていって欲し
いものである。少なくとも若者には失敗を恐れないで楽しい夢をたくさん見て自分の無限の可能性を
試してもらいたい。
3.2 賢者の名言に学ぶ
かつてある大学の授業の一環で、様々な名著から名言を取り上げ、そのなかから特に印象に残った
ものを学生たちに選ばせた上でエッセーを書いてもらったことがあった。そのときに取り上げた名言
には、多くの賢者の生きる知恵と成功のヒントが多く含まれていたようである。それらの名言の中に
ある共通点のようなものを感じながら学生と語り合ったことを思い出すが、其のときの学生たちの表
情が非常に活き活きとしていたこと、そしてまじめに人生について考えようとしている彼らの姿勢に
むしろこちらが感動すら覚えたものである。
そこで、最近あまり本を読まなくなったといわれる学生たちではあるが、キャリア教育の一環とし
て、学生たちに是非読んで欲しい書物を推薦することもよいのではないか。様々な分野で一流と言わ
れる人たちの息吹を、時代を超えて読み味わうには学生時代がもっともよい。何を選ぶかについては、
文学、哲学、自己啓発書が無難であろうが、其の時々の時流も考え合わせて、時代にあったものも加
えるとよいであろう。もちろん専門書を個々に読んでいることは言うまでもないが、この時期にあま
り狭い視野に凝り固まるには早すぎるのではないだろうか。そして、様々な分野で教鞭をとっている
教員にアンケートをとるのもよいであろう。
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3.3 教員アンケート（例）
前節で述べた推薦図書の選定について、もし教員にアンケートを取るなら、使ってみたいアンケー
ト例を以下に示してみた。どの教員にとっても忘れられない一冊があるものであろうし、其の思い出
をじっくりと語ってもらうのもよい企画かもしれない。最近のあわただしい教育現場にこそ、こうい
う企画があって欲しいものである。
*****************************************************************************************
アンケート
このアンケートは学生のキャリア教育の一環で行うものです。お忙しいところ大変恐縮ですが、
ぜひともご協力くださいますようお願いいたします。
差し支えなければお名前をご記入ください。
所属（ ） 氏 名（ ）
１．学生時代に読んだ本で最も印象に残った本を一冊上げてください。
著者（ ） 作品名（ ）
２．このご本を選んだ理由をお聞かせください。
理由（ ）
３．先生の人生を変えたご本との出会いがあるとするなら、それはどんなご本ですか？（複数回答可）。
著者（ ） 作品名（ ）
著者（ ） 作品名（ ）
著者（ ） 作品名（ ）
４．先生の座右の銘をお聞かせください。
５．もし先生が学生に読んで欲しいご本を紹介するとしたら、どのようなご本を薦められますか？
何冊でもご記入ください。
６．上記のご本を選ばれた理由をお聞かせください。
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７．先生の読書に対する思いを自由にお書きください。
以上です。ご協力ありがとうございました。
*****************************************************************************************
4．おわりに
現在の大学教育で、キャリア教育がともすれば就職率のアップを念頭に置いたものである実態をか
んがみるに、確かに其のことも大切であろうが、背後にある教育の理念とともにゆったりと対話や読
書を楽しみ、そして書くことをはじめとする自己表現能力を身につけさせることは、長い目で見れば
学生の人生に大きな意味を持つものであると考える。そこには、教員の経験と実績と、そしてなによ
り暖かく学生を見守り励ます愛情に裏打ちされたものがあるなら、なお一層意義深いものになるに違
いない。
注
1 1932 年にカナダに生まれる。公認会計士を務めた後製薬会社の経営に乗り出す。二人の子供にあてた手紙の
形で書かれた「ビジネスマンの父より息子への 30 通の手紙」、「ビジネスマンの父より娘への 25 通の手紙」
は珠玉の書。社会に出る前の学生には是非読んで欲しい書物である。
2 渡辺義雄訳『ベーコン随想集』岩波書店、1988 年、219 ページ。
3 中間敬弌、川島紀美共著『国際ビジネス英語』関西大学生協。
4 ナポレオン・ヒル著、田中孝顕訳、2000 年、きこ書房。
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Paper on career education at colleges
－ An Idea for Introducing Skill-up Seminars from
Businesspeople for College Students －
Kimi KAWASHIMA
Recently, a lot of young people seldom have a strong willingness to work. This is a sad and shameful
habit situation. Under the circumstances, introducing some sort of skill-up seminars designed for
businessmen by businesspeople is one way to find a solution. Especially, seminars designed to
encourage people must be recommended because motivation is one of the keys to success. Having a
clear vision for the future could help to make individuals' goals attainable. Besides this, showing young
people good books describing the wisdom of great people is also meaningful. Reading these books would
help these people to cultivate grace and motivation.
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